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明治三陸津波と昭和三陸津波の痕跡を今に伝える 

 

  
防潮堤の上から田老の町を眺める 
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2.7 岩泉町・小本川水門 

 

  

視察位置図(小本) 
 
 
 引き続き田老から北上し、田老からほど近い小本川水門を視察しました。視察に際し、

岩泉土木センターの幸野様に案内をいただくことができました。また、ここでは水門の視

察の他、水門を管理する司令室の中も見せていただくことができました。 
 

  
案内して下さった幸野様 
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(幸野様解説抜粋) 
 小本川水門は昭和 47 年度、防潮堤の建

設 に 着 手 し ま し て 、 計 画 堤 防 高 は

T.P.+13.30m、昭和三陸津波高を計画高と

しています。水門本体の工事着手は昭和

52 年度です。約 100 億を投入してのかな

り大規模な施設となっています。水門が完

成したのは 19 年後の平成 2 年、完成から

20 年が経過しております。続いて水門の

設計条件ですけれども、本体はシェル構造

のスライドゲートが 6 門。小本川水門の洪

水流量を確保するための計画で、川幅を勘

案しまして 6 門、系間は 30m です。詳し

い諸元はお手元のパンフレットをご覧くだ

さい。小本川水門の計画洪水流量は 3,000t
で、水門の全長は 221m。工事費がかなり

かかっておりますが、ここは基礎地盤が余

りよくなかったことがあります。海面低下

したところに土砂が入っているため、かな

り軟弱な地盤ですから、構造は鋼管杭基礎

を使っています。鋼管は 1,016mm、長さ

40～65m を 581 本使っています。底版は

ケーソン構造になっておりまして、組み合

わせ基礎としています。建設から 20 年経

過しておりまして、現在は維持管理を行っ

ておりまして、そろそろ機器の更新に入っ

ていかなければいけないのですが、そのお

金も馬鹿にならないといったところです。

今は、アセットマネジメントが主流ですが、

小本川水門についても適切な管理によって

最小限の維持管理をしていきたいとしておりまして、全体的に点検しまして補修箇所を確

認して、計画を立て、手遅れにならないように考えております。また、施設に関しては整

備がなされたので、最近はソフト対策に力を入れております。パンフレットにも添付して

いますが、津波を想定した小本地区の防災マップが各戸に配布されております。避難訓練

も行っておりまして、毎年 6 月には岩泉町で総合防災訓練をしておりまして、津波を想定

した訓練を行います。住民、行政、消防、警察、自衛隊も参加します。一体となって津波
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防災に取り組み、その際には水門の開閉も行います。津波教育も大事だということで、小

学生に対して津波の教育を行っています。もともとは我々職員が率先してやっていたので

すが、現在は教育委員会が津波に対する教育をしようということで、独自に授業の一環と

して組み込まれている状況です。 
 

 

  

  
小本川水門の司令室 
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2.8 久慈市・久慈港湾口防波堤 

 

  

視察位置図(久慈) 
 
 
 三日目。この日も前日同様、朝 8 時 30 分に集合し、港湾業務艇みずなぎに乗船して久

慈港の沖に建設中の湾口防波堤の視察を行いました。視察に際し、国土交通省東北地方整

備局釜石港湾事務所久慈港出張所の河合所長様に案内をいただくことができました。この

日は結構波が高かったですが、建設中の防波堤に船を着けてもらうことができました。 
 

  
案内して下さった河合様 
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(河合様解説抜粋) 
 海側からの航空写真を見ますと、湾港

防波堤はいびつな形をしています。今、

整備しているのがこの 2 つの部分ですが、

北側の湾口防波堤は 375m、これは 3 年前

から変わっていません。南側の防波堤は

515m、あと 4-5 日もすれば 545m になり

ますが、こちらを主体に整備しています。

南側を整備する理由は、ここに岸壁施設

がありまして南東からの波が大きく影響

しますので、港湾の利用を考えますとこ

ちらから整備することになります。牛島

がありますが、最終的にはこの牛島まで

整備する予定です。 
 昭和 30 年ごろ、海岸線には砂浜があり

ました。ここには川が 3 つ流れていまし

て、夏井川、久慈川、長内川です。すべ

てサケが遡上します。昔、砂浜でしたの

で、この周りの方々は小型の船で沖へ出

て漁業を営んでいました。昭和 26 年、八

戸と宮古の間に大きな船の避難場所がな

いということで、ここが避難港に指定さ

れています。それ以降、昭和 30 年代には

久慈市が制定され、掘込港の着手があり

ました。昭和 40 年になりますと、掘込港

が完成しましたが周りに何もない状況で

した。かつてあった川崎製鉄も撤退して

しまいました。昭和 50 年に重要港湾に指

定されまして、国としても整備をしてい

くことになりました。昭和 62 年には石油

備蓄基地に着工する際、岩盤に穴を開けて整備するのですが、岩盤を砕いた石を湾口防波

堤の基礎マウンドに使うことで湾口防波堤の工事が進められていきました。 
 湾口防波堤は 3,800m 計画のうち完成しているのが 770m。これは平成 21 年の話ですか

ら、現在はさらに 120m ほど延びています。全体で 1,200 億かかりますが、すでに 400 億

かかっています。実際にケーソンを据付けているのは見えている部分だけですが、基礎の

マウンドはかなりの部分で施工しております。湾口防波堤の目的は大きく 2 つございます
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が、津波に対する防護が一番の目的となっています。大船渡、釜石の湾口防波堤とともに、

久慈も貴重な財産と尊い命を守ることをスローガンに整備を進めています。2 番目に副産

的なものですが、湾港防波堤を整備することで波が穏やかになる。静穏海域と言っていま

すが、いろんなものに役立てることができます。 
 基礎の部分は 3,000m 越えたあたりまで整備が完了しております。北側は矩形のケーソ

ンで、ただし、上部工を斜めにつけています。上部斜面堤という構造です。一方南側は新

しいケーソンです。北側は矩形のケーソンでしたが、南側はケーソン自体が傾斜している

半没水上部斜面堤です。何が良いかといいますと、ケーソンは横の波力、縦の自重がイコ

ールとなったときに釣り合いが取れて動かないようになります。新しい半没水上部斜面堤

は波力を上と下に分けることにできますので、斜面で受けた波力を垂直方向にも分散する

ことができるので、これまでのよりも肉のつかない細いケーソンとすることができます。

ケーソン自体が小さくなりますので、当然ながらお金も安くなってきます。はっきりとし

た試算はしていませんが、石巻港の 2 割ほど安く施工できると考えています。 
 
 

  

建設中のケーソン 
 

  

幸いにも防波堤に上陸できました 
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集合写真 
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3 おわりに 

本調査は、本文中にご案内いただいた、国土交通省東北地方整備局および岩手県の皆様

の他、国土交通省東北地方整備局港湾空港部港湾空港防災・危機管理課 課長の及川 隆、

東北地方整備局釜石港湾事務所 所長の村上明宏様、岩手県沿岸広域振興局土木部 部長

の佐藤 悟様、岩手県沿岸広域振興局土木部宮古土木センター 所長の川村俊通様、河川

港湾課 課長の戸塚利則様、岩手県沿岸広域振興土木部岩泉土木センター 所長の今野政

和様にもご配慮、ご協力を賜りました。 
 ここに謹んで感謝の意を表します。 
 
 また、大変お忙しい時期にも関わりませず、多くの方にご参加いただき、誠にありがと

うございました。謹んで御礼申し上げます。 
 
 
今年、2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分頃に三陸沖を震源とするＭ9.0 の巨大地震「平成 23

年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」が発生し、我が国史上最大級の津波といわれる明治

三陸津波（1896 年）を上回る津波を引き起こしてしまいました。その津波は、今回訪れた

各市町に襲来し、未曾有の被害を発生させました。 
 
この地震ならびに津波によって亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますととも

に、被災された皆様、そのご家族の方々に対しまして、心よりお見舞い申し上げます。 
一人でも多くの方々の救助と、一日も早い復旧復興をお祈り申し上げます。 
 
我々は今回の大震災の教訓から多くのことを学び、そして早急な復旧、復興にむけて全

力を尽くし、働きかけていかなければなりません。また、迫り来る東海・東南海・南海地

震津波に対しても、その対策を急ぐ必要があります。 
 
これからが皆様方の力が必要とされるときです。 
一丸となってこの国難を乗り越えていきましょう。そして、間近に迫る東海・東南海・

南海地震津波に対しても備えていきましょう。 
 
 
 
（制作・著者） 
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